
    

　
「
文
書
館
だ
よ
り
」
で
は
今
ま
で
高
野
街
道

（
第
14
号
）
、
古
座
街
道
（
第
15
号
）
と
自
動

車
が
普
及
し
て
い
な
い
時
代
、
人
や
荷
車
が
往

来
し
た
明
治
・
大
正
期
の
街
道
を
紹
介
し
て
き

ま
し
た
。
第
３
回
目
の
今
回
は
粉
河
街
道
を
と

り
上
げ
ま
す
。 

  

３
つ
の
粉
河
街
道 

　
図
１
は
、
明
治
末
期
の
粉
河
町
と
そ
の
周
辺

の
地
形
図
で
す
。 

　
西
国
第
３
番
札
所
粉
河
寺
の
門
前
町
と
し
て

発
展
し
て
き
た
粉
河
町
は
、
近
世
以
降
、
紀
ノ

川
中
流
域
の
商
品
流
通
の
中
心
地
と
な
り
ま
し

た
。
粉
河
町
は
紀
ノ
川
筋
の
交
通
の
要
衝
と
し

て
、
市
街
地
か
ら
淡
路
街
道
が
西
に
延
び
、
南

を
大
和
街
道
が
走
り
、
明
治
30
年
代
半
ば
に
は

高
野
街
道
（
麻
生
津
ル
ー
ト
）
の
起
点
が
王
子

村
東
野
か
ら
移
行
し
て
い
ま
し
た
。 

　
明
治
以
降
、
粉
河
街
道
と
名
の
つ
く
も
の
は 

           

                  

３
ル
ー
ト
あ
り
ま
す
。
公
式
の
県
道
「
粉
河
街

道
」
は
明
治
期
の
「
粉
河
寺
大
門
ー
粉
河
駅
」

（
明
治
33
年
10
月
11
日
〜
大
正
２
年
３
月
31
日
）、

大
正
期
の
「
大
和
街
道
ー
粉
河
市
街
地
」
（
大

正
２
年
４
月
１
日
〜
大
正
９
年
３
月
31
日
）
と

も
「
街
道
」
で
あ
っ
た
期
間
は
10
年
前
後
と
短 

           

く
、
長
さ
も
そ
れ
ぞ
れ
９
町
（
１
町
＝
109
ｍ
）、

12
町
と
短
か
っ
た
た
め
、
粉
河
街
道
と
し
て
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時
の
地
形
図

に
も
記
さ
れ
て
い
る
粉
河
街
道
と
は
、
古
く
か

ら
の
粉
河
寺
参
詣
道
で
あ
っ
た
県
費
補
助
里
道

「
志
野
越
大
阪
往
来
」
の
ほ
う
で
し
た
。 

志
野
越
大
阪
往
来 

　
図
１
で
興
味
深
い
の
は
、
粉
河
市
街
地
を
出

て
、
桜
池
・
志
野
峠
・
神
通
か
ら
泉
州
に
ぬ
け 

                          

る
里
道
に
粉
河
街
道
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。 

　
西
国
33
カ
所
巡
礼
が
盛
ん
だ
っ
た
江
戸
時
代

に
は
、
泉
州
方
面
か
ら
第
３
番
札
所
粉
河
寺
ま

で
の
最
短
ル
ー
ト
と
し
て
賑
わ
っ
た
の
が
こ
の

粉
河
街
道
で
す
。 

　
近
世
以
来
の
粉
河
街
道
は
、
明
治
16
年
７
月

に
最
初
の
県
費
補
助
里
道
22
路
線
の
ひ
と
つ
と

し
て
「
志
野
越
大
阪
往
来
」
と
さ
れ
ま
し
た
。 

文書館だより 
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図１　明治末期の粉河町 
（１）大日本帝国陸地測量部の作成による１／５万地形図「粉河」（明治43年測図・大正６年製版）の一 
　　　部を２倍の面積に拡大して転載 
（２）本記事関係カ所や粉河街道等の路線についてはマーキング等、カラーにより加筆 
（３）○は写真撮影地点、白抜きは表紙写真 
（４）道路名：①県費補助里道「志野越大阪往来」②県費補助里道「大木越大阪往来」③県道「粉河街 
　　　道」④県道「大和街道」⑤県道「淡路街道」⑥県道「高野街道（麻生津ルート）」 
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写真①　粉河寺（本堂と庭園） 


